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　2011年3月21日（祝）長崎市松が枝町の長崎港松ヶ枝国際ターミナルにて　　　　　　　　　　そして、イベントから1週間が経った3月29日（火）皆様からお預かりした

　「第 1 回 長崎バリアフリーサークルＡｍｉチャリティーフリーマーケットを　　　　　　　　 善意を日本赤十字社 長崎県支部へメンバーと共に寄付して参りました。

　開催しました｡

　　

　　

  今回のイベントの当初の目的は「長崎のバリアフリー化」へ向けた寄付を目的に

  企画しておりましたが､3 月 11 日に東北で発生しました､東日本大震災の被災地へ　　　　　　　　　　 当日の会場代を差し引いた出店料と､ご協賛者様

  向けてのチャリティーイベントに変更して開催しました｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      からの協賛金、そして会場の募金箱に寄せられた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　     皆様からの善意は￥７１４０９でした。

 当日は､長崎県内からリサイクル品や手作り雑貨、　　　　        この義援金は、日本赤十字を通し被災地へ全額

 野菜の直売所など 21 店舗が集まりました。フード　　　　        寄付させて頂きました｡

 コートには長崎ケータリング協会の皆様のご協力で                  皆様のご協力､誠にありがとうございました｡

 たこ焼きやフライドポテト､コーヒーショップが並び､

 昨年のＢ－1 グランプリにも出場した「大村あま辛

 黒カレー」さんも出店して下さいました。　　　　　　 昨年 1 月に長与町へ提出した「バリアフリー化へ向けての要望書」について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  要望書の項目の 1 つであった「新たなトイレの設置」が､この程改善されました。

ステージでは、長崎で活躍する幅広い年代のアーティスト　　　　　　　　 　　　　　　　　  新しいトイレは役場 4Ｆに設置されました｡

の皆さんのライブも開催され、会場は大いに賑わいました｡　　　　　　　　　　　　　　　  内部は、赤ちゃんのオムツ替えが出来る

当日はチャリティーイベントという事で､会場に３つの募金　　　　　　　　　　　　　　　  ベットも設置してありました｡ 中の電気は､

箱を設置させて頂きました｡ 会場に足を運んでくださった　　　　　　　　　　　　　　　　 ドアのカギを閉めると､自動的に点く様に

お客様や出店者の皆様､出演者の皆様から､たくさんの善意　　　　　　　　　　　　　　　　 なっており､誰もが使いやすいデザインに

を頂きました。本当にありがとうございました｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  造られていました｡（右写真）


